














 

マアナゴの選別器を開発しています 

 

資源開発管理研究課 丸山拓也 
 

 伊勢湾のマアナゴは鈴鹿の若松に代表される名

産品ですが、伊勢湾をはじめ多くの海域で漁獲量

が下がり続けており、漁業者も体長制限や網目拡

大などの取組みを行って資源を大事にしながら、

良質なマアナゴを食卓に届けようと努力していま

す。 
 近年、（独）水産総合研究センターの調査によっ

てマアナゴがウナギのように遠く南海で産卵する

ことが確認されました。マアナゴは太平洋西部か

ら日本海、東シナ海の沿岸で漁獲されますが、こ

れだけ遠くに産卵場があるということは伊勢湾の

マアナゴも国際資源の一部である可能性が非常に

高いことが示唆されます。そのことからも、アナ

ゴ資源を大事に利用することは、国際的な責任と

言えます。 
 アナゴは細長くてにょろにょろしているため、

大きさによる選別は手作業以外では難しいとされ

ています。特に活魚での取り扱いが多い三重県で

は、商品サイズの個体と海に帰す小型個体を元気

なまま選別することが求められますが、現状では

漁業者が操業の合間に腰を屈めて 1 匹 1 匹手作業

で選別することが多く、大きな負担となっていま

す。そこで当研究所では、魚体に無理なく、かつ

漁業者の負担も少ない選別器具の開発に取り組ん

でいます。 
 選別器の開発にあたり、アナゴは狭く暗い場所

に逃げ込もうとする習性があるので、これを利用

することにしました。考案した選別器は底がスレ

ート構造で周りを網で囲った単純なものです（図

1）。選別器を水が入った魚槽内に垂下し、アナゴ

を投入すると小型の個体は自らスレートの隙間を

図 1．試作アナゴ選別器（魚槽内に

垂下してアナゴを投入する） 

図２．選別器内に投入されたアナゴ

の様子（アナゴは、スレートの隙間

に尾を挿し込んで後ろ向きに通り抜

けようとする） 







 

鳥羽志摩地域の重要な水産資源であるアワビ 

アワビをキセノハリオチス症から守る 

 
水産資源育成研究課 田中真二  

 
 アワビは鳥羽志摩地域の重要な水産資源

のひとつであり、三重県ではアワビ漁獲量

の増大を図るために、種苗放流事業を推進

しています。ところが、平成 23 年に他県

の種苗生産機関のアワビ種苗にわが国で初

めてキセノハリオチス症という病気が確認

され、問題になっています。 
 アワビのキセノハリオチス症とは、キセ

ノハリオチス・カリフォルニエンシスとい

う細菌の一種がアワビ類の食道や腸などに

感染することにより、栄養の吸収・代謝の

機能が衰え、やせ細って死亡する病気です

（アワビ類以外の魚介類やヒトへの感染は

報告されていません）。アメリカ西海岸のカリフォルニア州南部の沿岸では 20 年くらい前

から本症が問題となっており、天然のアワビ（Black abalone）の 90％以上が消失したと

言われ、現在 Black abalone は絶滅危惧種に指定されています。本症は他にメキシコやチ

リ、フランス、中国、台湾、タイなどでも発生が確認されており、国際的な動物衛生に関

する政府間機関である OIE（国際獣疫事務局）のリスト疾病に指定される重要疾病となっ

ています。 
 万一、本症が国内で蔓延するとアワビ資源に深刻な影響を及ぼす恐れがあります。そこ

で、農林水産省では本症の防疫対策ガイドラインを策定し、天然貝や種苗生産に用いる親

貝、生産された種苗のモニタリングなどの対策指針を示しています。三重県ではこのガイ

ドラインに沿い、平成 23 年度から天然アワビの保菌検査を行うとともに、栽培漁業セン

ターで種苗生産に用いる親貝については導入時と採卵・採精時の 2 回、そして生産された

種苗については殻長 1 ㎝に成長した時点と出荷時の 2 回、それぞれ保菌検査を行っていま

す。その結果、これまでに検査した県内産アワビは全て陰性であり、三重県のアワビには

感染がみられませんでした。 
三重県以外のいくつかの国内海域や種苗生産機関では、保菌検査で陽性の事例が確認さ

れていますが、これまでに本症によると考えられるアワビの大量死は確認されていません。

しかし、日本産アワビに対する本菌の病原性（病気をおこす性質）や感染経路などについ

てはまだ研究途上であり、詳しいことは解明されていません。三重県では、重要なアワビ

資源を守るため、今後もアワビの保菌検査を継続して行っていきます。 
アワビの養殖や販売に関わる方々におかれましては、県外からアワビを導入される場合、

導入先の本症の検査結果や発生状況について十分確認し、感染が疑われるアワビは決して

導入しないで下さい。 







る報告は少なく、安定した種苗生産を行なうこと自体が困難という理由から、形態異常の

課題解決に携わる国内外の研究者からマハタの生産（試験）方法に関する質問をいただき

ました。また、マハタの形態異常対策のひとつとして、鰾（うきぶくろ）の開腔率を高め

ることが重要なのですが、生産尾数を確保しつつ鰾の開腔率を向上させる技術の開発が解

決すべき課題として残されています。このシンポジウムでは、他魚種で同じ課題を抱える

国内外の研究者の方々と意見を交換することができ、大変貴重で有意義な経験となりまし

た。 
このシンポジウムで筆者が最も印象に残ったのは、近畿大学が取り組むクロマグロの人

工種苗生産技術開発および養殖技術開発に関する報告です。1970 年からマグロ類の養殖技

術開発試験を開始し、仔稚魚の生産に成功するまでに 9 年を要し、その後、1983 年から

1993 年まで受精卵を全く得ることが出来ない期間を経て、試験開始から 32 年で完全養殖

に成功しました。この試験の成功は、100 名を超える研究員や技術員の方々の努力の賜物

であるとともに、11 年間も受精卵を得ることが出来ない状態が続いたにも関わらず、研究

を継続したマネジメント力にあります。目先の利益に捕らわれていては、このような成果

を得ることは決して出来なかったと感じました。“継続は力なり”筆者も魚類の生産技術開

発に関わる研究員の一人として、この言葉の持つ意味を改めて感じた一日でした。 
 






